
平成２９年度より、町立小・中学校の授業が、二学期制から「新

三学期制」に変わりました。今月末には二学期の終業式を迎えま

す。各学校では、これまでの二学期制のよさを生かしながら教育

活動を実践しております。（写真は、体験活動（米作り）や授業

の様子です。）

～平成２９年度 埼玉県学力・学習状況調査の結果より～

毎年４月に実施している埼玉県学力・学習状況調査（対象：小学校４年

生～中学校３年生）の質問紙調査では、「家庭でのコミュニケーションを

とっている児童・生徒は、学力を伸ばしている」という分析結果が出てい

ます。毛呂山町教育委員会では、毛呂山町ＰＴＡ連合会とタイアップして、

「やる気アップデー」を設定しています。このような機会も御活用いただ

き、家庭でのコミュニケーションを深めていただきますようお願いいたし

ます。
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＜毛呂山町の小学校６年生の結果＞
家庭でのコミュニケーションをとっている児童は、学力を伸ばしているという分析結果が出

ています。

【先生方の声】

「学校行事を２学期から１学期に移動させたり、精選した

りしました。以前にも増して、２学期に落ち着いて学習

に取り組むことができています。」
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学力の伸び（国語） 1（上位 25%）2（上位 26～50%）3（下位 26～50%）4（下位 25%）



毛呂山町学校教育環境等検討委員会からのお礼とお知らせ

毛呂山町教育委員会では少子化が急激に進む中、毛呂山町学校教育環境等検討委員会（以下委員

会）を平成 28 年度に設置し、学識関係者や教育関係者、保護者等 32人の委員より町立小・中学校

の将来のあるべき姿について検討しています。

昨年１１月には、より総合的な検討を行うため小・中学校の保護者の皆様に学校の規模・適正配

置等に関するアンケートを実施させていただきました。２,００６のご家庭に配布させていただき

１,４０６のご家庭からご回答をいただきました。(回答率は約７０％)

保護者の皆様 誠にありがとうございました。

回答のまとめ ※小集計→小学生がいるご家庭の集計 中集計→中学生がいるご家庭の集計

☆学級数について・・・１学年あたり小学校は3学級 小集計71.3％ 中集計56.2％

１学年あたり中学校は４学級 小集計70.0％ 中集計87.4％

理由：たくさん友だちができて幅広い人間関係を築くことができる

社会性や協調性を身につける機会に恵まれる

☆今後の学校のあり方・・現行の学校配置が望ましい 小集計51.0％ 中集計53.1％

児童生徒の減少が著しい学校は統合すべき 小集計30.7％ 中集計26.7％

☆通学・・・・・・・・・現状の通学区域をそのままがよい 小集計66.7％ 中集計68.0％

（現行の学校配置が望ましいと回答した方のみ）

通学時間は概ね30分以内がよい 小集計49.9％ 中集計50.9％

（児童生徒の減少が著しい学校は統合すべきと回答した方のみ）

☆小中学校の統合・・近隣の小中学校同士で統合すること 通学手段に配慮することが重要である

（児童生徒の減少が著しい学校は統合すべきと回答した方のみ）

☆余裕教室の活用・・・高齢者支援施設（介護支援センター、老人デイサービスなど）

社会教育施設（図書館、公民館など）への転用が望ましい

（児童生徒の減少が著しい学校は複合化すべきと回答した方のみ）

☆自由意見・・・・・・小中一貫校への期待

1学級あたりの人数について小人数を望むなど

これから

委員会では現在、将来の学校配置（統廃合を含めます）についてまとめをおこなっており、その

検討にあたりアンケート結果を参考にさせていただいております。今後、方向性が決まり次第、皆

様にお話させていただきたいと考えております。

問合せ 毛呂山町教育委員会 教育総務課

Tel :049-295-2112 内線 510 山口

Fax :049-295-3939

Mail:ksoumu@town.moroyama.lg.jp


